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<製作の目的> 

この製品は，トイレットペーパーを，様々な用途に使えるように工夫したホルダーである。また，愛知県の森

林地域の足助町で生育する間伐材を用いることによって，環境教育を行ったり，地産地消の意義を学習したりす

ることができる。 

<利用方法> 

ペーパーを六角柱の側面側から入れ，３つの取り口から１つの取り口を用途に応じて選択してペーパーをとる。 

<工夫した点> 

１）六角柱を横に置き，その６面のうち，３面にペーパーを取り出す穴をあけ，この穴の形を変えることによっ

て，様々な用途に使うことができる。 

 

 

２）取り口の３面以外には丸棒を用いてデザイン性を高めた。したがって，収納してあるペーパーの残量を確認

することができる。 

３）六角柱の側板には，ペーパーを交換するために回転式ロック板を取り付け，本体を動かさずに交換すること

ができる。 

４）取り口の裏にポリプロピレンシートを取り付けることによってペーパーがホルダーの中に入るのを防ぐこと

ができる。 

５）場所，用途によって，ペーパーの取り口の位置を変えるために，側板を六角形にした。 

<使用者> 

 使用者は用途に応じて，単層，複層，そしてミシン目入りなどのペーパーを選択して使用することができる。 
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図４ ホルダー本体と回転式ロック板         図５ ３WAYペーパーホルダー 


